
部活動指導 

  (1) 目標 

① 自らの適性や興味・関心等をより深く追求させる活動を通して、満足感や成就感を味わわせ、

粘り強く取り組む意志やたくましい心身を育てる。 

② 学年や学級の枠を超え、共通の目的や目標を追求する自主的・自発的な活動を通して、生徒

一人一人の個性の伸長を図り、学習意欲の向上や責任感・連帯感を涵養する。 

 

(2) 生徒の実態 

    多くの生徒は個人やチームの目標を明確にし、意欲的に活動している。また、学年の枠を越え、

互いに協力しながら活動に取り組んでいる。活気あふれる雰囲気で活動できている反面、先輩・

後輩の節度ある関りができていない生徒が見られ、適切な言葉を遣い、けじめのある活動にして

いくことが課題である。 

 

(3) 本年度の重点 

  ① 活動の目的や目標の共通理解を図り、互いに高め合い目標に向かって努力しようとする力や

態度を育てる。 

② 生徒と教師、異年齢生徒相互の好ましい人間関係を深め、所属感や連帯感、他への感謝の心

を育む。 

 

(4) 活動の基本原則 

・希望加入制とする。 

※ 月曜日は部活動をしない日（ノー部活動デイ）とする。 

※ 公式戦が近い期間（１か月前）を除いて、土曜日又は日曜日のいずれかを休養日とする。 

※ 大会等で土曜日・日曜日に連続して活動を実施した場合は、なるべく近い他の週に振替の

休養日を設ける。 

・活動時間は下記に定める時間の内とする。（開始時刻・下校完了時刻を守る。） 

平日（火～金） 活動時間：16:00～16:45   下校完了時刻：16:45 

休日・祝祭日 原則として、午前または午後の半日程度の活動とする。 

※ 原則として、中間考査前は３日前から、期末考査前は５日前から部活動を停止し、最終日の

翌日から再開する。 

※ 日没、天候、学校行事、生徒の健康状況等により、活動時間を変更したり、停止する期間を

設けたりすることがある。 

※ 部活動指導員が了解すれば、１日に１時間程度の延長を行うことができる。 

＜長期休業中の活動について＞ 

長期休業中の土曜日、日曜日は、原則として活動しない。 

 



⑸ 入部指導 

 

 

 

 

     

※ 拠点校型クラブはソフトボール（女）、卓球（男女）、バレーボール（男）となり、拠点部活

動と拠点校型クラブに所属してもよい。また地域型クラブ（サッカー、野球等）に所属してい

る生徒は、部活動にも所属可能ではあるが、生徒の心身の負担を第一に考慮することとする。  

 

⑹ 部活動別生徒数および指導者                  ※（指）は部活動指導員 

部  名 対象 

部 員 数 

顧  問 講  師 １

年 

２

年 

３

年 

小

計 

合 

計 

陸 上 競 技 
男 2 1 4 7 

11 
岩崎・中坪 

木村 
 

女 0 1 3 4 

ソフトボール 女 2 1 0   3 岡村・篠原 齊田 栄次(指) 

ソフトテニス 女 3 4 3  10 
永田・宮西 

谷村 
中川 高史(指) 

バスケットボール 男 4 3 4  11 谷村・宮西 山田  剛(指) 

卓        球 
男 6 7 8 21 

35 
岩原・前田 

河合 
大河原晴子(指) 

女 5 7 2 14 

柔        道 男 0 0 2  2 木村・前田 矢木 義人(指) 

吹   奏   楽 
男 0 0 2 2 

2 高瀬・中坪 天池 実優(指) 
女 0 0 0 0 

美術・ 

生活 

文化 

美術 

コース 

男 1 0 1 2 
19 

角・篠原 

高瀬 

 
女 5 6 6 17 

生活文化 

コース 

男 1 3 0 4 
7  

女 2 1  0 3 

バレーボール 男 2 1 4  7 河合・岩原 岩城 栄吉(指) 

  

⑺ 特設活動および担当者 

 

特 設 部 名 対象 部 員 数 顧   問 講  師 

ス キ ー 男女 ７月募集 石田・篠原・木村  

駅   伝 男女 ７月募集 
石田・岩崎・中坪・前田 

永田・篠原・岩原・谷村 
 

特 設 部 名 
部  員  数 

担当者 地域指導者 
1年 2年 3年 合計 

水   泳 1兼 1専 １専 3 角  

活動見学 

活動の 

様子 

活動体験 希望調査 

希望者数 

把握 

入部相談 

担任との 

面談 

入部届提出 

(入部決定) 

（指定期日まで） 

部活動紹介 

ポスター 

昼の放送 

（見学・体験を合わせて７日間程度） 



※ 学校から引率者が出る大会は、吉江中学校の名前を使用する大会とする。 

 

⑻ 部長会 

 ・主体的な部活動の運営のため、各部長と特設部の代表生徒で構成する。 

 

⑼ その他 

・毎週水曜日の放課後は、必要に応じて生徒会活動等優先日とする。ただし、活動する場合は、事

前に生徒会担当を通じて、部活動担当に報告する。 

・運動部で部員数が不足し大会等に出場できない場合は、中体連が主催又は共催する大会に限り、

他の部より応援出場者を要請して出場できるものとする。 

・⑺以外の特設活動に所属し、大会参加を希望するものは学校からは引率・指導者は出ないもの

とする。 

・部室の管理は各部で責任をもって行い、日頃から清掃活動等、整理整頓を心がける。 

・他校の部活動拠点型クラブや南砺市の地域型クラブを選択することもできる。 


